
２０２５年度 神奈川歯科大学附属病院病診連携オープンセミナー 

無歯顎者の義歯難症例に向き合う ―動揺制御のために― 

 

 

 

井 野  智 

 補綴科・義歯診療部門 教 授 

 

 

以前では難症例と位置付けられた顎堤吸収の大きな下顎無歯顎症例や，多量のフラビ―ガムを有す

る上顎無歯顎症例は決して珍しくなく，逆に，有床義歯補綴治療の高度化が求められています．たと

え学部教育で受けた教科書的な知識や術式をきちんと行ったとしても期待した結果，つまり，患者さ

んに満足してもらえる義歯を入れることができないことも多いようです．補綴学会としても『有床義

歯補綴診療のガイドライン』『全部床義歯に関する統一見解』を発信していますが，これらを理解し

ても臨床経験の豊富さに関係なく対応に苦慮することが多いのが現状です．いわゆる難症例といわれ

る無歯顎患者の症例は，上顎と下顎をそれぞれの模型のように別々に捉えるのではなく，一口腔（一

患者）としてのダイナミックな機能を満たすためにどう対応すればよいかを殊更に考える必要があり

ます．そこで本講演では，あらためて基礎知識として必要な口腔周囲組織の解剖学的構造や顎堤粘膜

の病態の診方を振り返るとともに，印象法・咬合平面の設定に必要な技術的アレンジについて，エビ

デンスを交えながらご提示し，明日からの臨床に少しでも役立てていただければ幸いと考えています． 
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＊主な所属学会等 

公益社団法人日本補綴歯学会 補綴歯科専門医・指導医 

一般社団法人日本接着歯学会 接着歯科治療専門医・指導医 


